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【調査研究の概要】
子どもたちの健やかな育成のためには、学校・家庭・地域がそれぞれの教育力の充実を

図るとともに、それらの教育力を結集していけるような環境づくりを行うことが重要であ

る。近年の子どもたちを取り巻く社会環境の変化は、かつて遊びや生活の中で育まれてき

た生活能力や社会性、道徳性といった人間形成にも影響を及ぼしてきている。そこで今、

子どもが安心していられ、様々な体験活動ができる「子どもの居場所づくり」活動を進め

ることが何よりも重要であると考える。

本研究では、県内の「子どもの居場所づくり」活動を進めている地域の小学校や子ども

会、おやじの会等の実践を広く紹介すると共に 「子どもの居場所づくり」活動を進めて、

いる地域の小学校の児童を対象に事業の認知度や参加による生活への影響等の調査を行っ

た。今後における事業の展開と地域活動推進のための基礎資料としてまとめた。


